【研究ノート】新型コロナウイルス禍における双方向型オンライン授業構築プロセスの現状と課題 ―ヤンゴン日本人学校の事例を通して― by 白山 真澄 et al.



















素早い初動で双方向型オンライン授業構築に挑んだ、2020 年 3 月から 8 月までの軌跡を整理し日本の公立学校への示
唆を探る。 
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１ はじめに 
2019 年 12 月、中国とイタリアで報告された新型コロ








月 7 日に緊急事態宣言が発出され休校期間は 3 カ月にも
及んだが、5 月 25 日に全都道府県で緊急事態宣言が解除




























集団のシステムの利用実績が約 14 万校、1 億２千万人規





















































































































をもとに、8 月…1 学期間の授業を終えて、9 月…全体の
総括。 
筆者は 2019 年 3 月にコロナ前のヤンゴン日本人学校
で参与観察を行っており、その時の記録も参照する。
2020 年 3 月に渡緬甸を計画していたがコロナ禍により





































日本国内では、2020 年 3 月 2 日から全国の小中高校














は 111 名まで減少した。 
日本人学校では３年間の任期を終えた 8 名の教師が３
月中にすでに帰国し、2020 年度に赴任予定の 8 名は日
本に足止め状態であるため、ヤンゴンに滞在している任




ライン授業の準備を進めた。そして 4 月 13 日には校長
と 2 名の教員を残して、主だった教員がすべて帰国した。








備を進めた。4 月第 3 週から１日 2 時間の授業、第 4 週














② zoom 保護者会 
③ zoom 校内研修会 
④ Google アンケートによる省察 

















ていないことから、G Suite for Education の活用がで
きないことも誤算であった。そのため、不都合な点も多々







































































































































































































































オンライン授業が軌道に乗った 6 月と、1 学期の授業

















































































































































































員を配置すべきことや、習得すべき 74 単位のうち 36 単
位を超えないことが明記されている（学校教育法施行規



















相次ぐ新たな施策を打ち出している。4 月には GIGA ス
クール構想による一人一台端末の実現を令和 5 年度から
令和 2 年度末まで前倒しすることを決定し 13、学校ネッ
トワーク環境の全校整備や、ICT 技術者の配置経費、緊
急時の家庭でのオンライン環境の整備等のための補正予







































































1 日本経済新聞（2020/5/11）「教室から消えた 13 億人：
窮地が促す学び改革」 
































について（通知）」(元文科初第 1114 号、令和元年 11


















型 Ed Tech の展開をどう捉えるか？－」『教育社会学
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